
小野宿

小野峠・三沢峠

牛首峠

桜沢

岡谷

諏訪湖

小野宿

小野峠・三沢峠

牛首峠

桜沢

岡谷

諏訪湖

DIC150



石
仏
や
道
祖
神
、

往
時
の
温
も
り
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
息
づ
き
ま
す
。

初期中山道

□□□□ -1--2-

道祖神 石仏しだれ栗

下
諏
訪
宿
か
ら
の
道
と

塩
尻
峠
が
合
流
す
る
十
字
路
か
ら

諏
訪
湖
を
後
に
険
し
い
山
中
に
入
る
初
期
中
山
道
。

三
沢
峠
を
越
え
小
野
宿
ま
で
の
沿
道
に
は

古
道
の
お
も
か
げ
、

小
さ
な
集
落
や
神
社
仏
閣
、

写
真
に
収
め
き
れ
な
い
く
ら
い
の

沢
山
の
石
仏
群
が
祀
ら
れ
て
い
た
り
、

草
に
埋
も
れ
た
素
朴
な

道
祖
神
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岡
谷
方
面
か
ら
桜
沢
へ

 
1

岡
谷
〜
川
岸

 

3

岡
谷
〜
小
野
峠

 

5

川
岸
〜
小
野
宿

 

7

三
沢
峠
〜
小
野
宿

 

9

三
沢
峠
〜
小
野
宿

 

11

小
野
宿

 

13

小
野
宿
〜
下
村

 

15

小
野
宿
〜
山
口

 

17

下
村
〜
牛
首
峠

 

19

山
口
〜
桜
沢

 

21

牛
首
〜
桜
沢
分
岐

 

23

桜
沢
分
岐
〜
贄
川
方
面

 25

全
体
マ
ッ
プ

 

27

桜
沢
方
面
か
ら
岡
谷
へ

 
29
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天竜川

岡
谷
ト
ン
ネ
ル塩

嶺
ト
ン
ネ
ル

中央自動車道
岡谷JCT

長
野
自
動
車
道

熊
野
神
社御

嶽
社

水神様

洩矢神社

岡谷招魂神社

（釡口水門）

至名古屋

至長野

至東京

岡
谷
十
五
社
神
社（
常
夜
燈
）

照
光
寺秋葉社

コンビニ
下諏訪辰野線

真
福
寺

諏訪湖

JR岡谷駅

蓮
華
不
動
院

〒

江戸京 （川岸へ）

釡口水門

十
五
社
神
社
は
、塩
嶺
山
地
か
ら

川
岸
山
地
の
裾
に
点
在
し
、

北
か
ら
今
井
・
間
下
・
岡
谷
・
三
沢
・
新
倉

の
五
社
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
三
沢
十
五
社
は

後
に
熊
野
神
社
と
か
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、十
五
社
一
帯
は

古
代
岡
谷
牧
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

旧林家住宅

藤島社
旧片倉組本部事務所

諏
訪
明
神
の
入
諏
伝
説
が

こ
の
地
に
あ
る
。

明
神
は
藤
環
を
も
ち
、

洩
矢
神
は
金
環
を
持
っ
て

争
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

天
竜
川
の
両
岸
に
藤
島
社
と

洩
矢
社
が
対
峠
し
て
い
る
。

明治から昭和はじめにかけて
天竜川沿いには多くの製糸工場が並んでいた。
当時「岡谷の雀は黒い」と言われ
工場の煙突が林立していた。
現在片倉兼太郎生家、旧片倉組本部事務所など
製糸関連の建物がある。

成
田
町
の
石
造
物
群

馬
頭
観
音
庚
申
塔
な
ど

多
く
の
石
造
物
が
あ
る
。

馬
頭
観
音
は
頭
部
が

他
の
も
の
に
比
べ

大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
石
造
物
群
よ
り

少
し
登
っ
た
所
に

秋
葉
神
社
が
あ
り
、

寛
延
三
年
に
宗
良
親
王
の

石
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

熊
野
神
社
の
祭
神
は

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
・

コ
ト
ワ
ケ
オ
ノ
ミ
コ
ト
・

ハ
ヤ
タ
マ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
三
神
。

境
内
に
あ
る
狛
犬
は

高
麗
犬
系
で
あ
り

市
内
で
は

こ
こ
だ
け
に
し
か
な
い
。

真
福
寺
本
尊
は

室
町
時
代
に
作
ら
れ
た

阿
弥
陀
如
来
坐
像

宝
永
三
年
三
沢
村
記
録
に

「
お
寺
焼
け
云
々
」と
あ
り

本
尊
の
蓮
台
の 

一 

部
は

炭
化
し
て
い
る
。

御
嶽
社
横
の
石
造
物
群

文
字
碑
約
三
十
基
、

刻
像
碑
二
十
五
基
ほ
ど
を
数
え
る

特
に
馬
頭
観
音
が
多
い
。

一
面
六
臂
の
青
面
金
剛
像
や

忠
犬
小
僧
と
彫
っ
た

鳥
獣
供
養
塔
が
あ
る
。

石造物群

天竜川
諏訪湖から流れ出る唯一の川であり、遠州灘へ注ぐ全長213km。
天竜下りなど観光も活発である。
東海地方との交流路として重要な河川であった。

国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
建
物
。

明
治
四
十
年
こ
ろ
完
成
し
た

　　林製
糸
所

林
国
蔵
の
邸
宅
で
あ
る
。

離
れ
の
二
階
に
は
金
唐
革
紙
で

装
飾
さ
れ
た
部
屋
が
あ
り
、

当
時
の
金
唐
革
紙
が

残
さ
れ
て
い
る
の
は

稀
有
で
あ
る
。

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た

製
糸
業
の
繁
栄
ぶ
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

14

深沢駅

片倉兼太郎生家

三沢区
コミュニティ施設WC

もりや

道
標

（
江
戸
日
本
橋
よ
り
五
十
七
里
）

DIC150

石造物群

三
沢
の
一
里
塚 初

期
中
山
道

案
内
看
板

明
治
十
八
年

地
元
有
志
が

不
動
尊
を
祀
っ
た
の
が

始
ま
り
。

本
堂
裏
斜
面
に
は

多
く
の
石
仏
た
ち
が

佇
ん
で
い
る
。

初期中山道案内看板
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天竜川

よ
も
ぎ
沢
川

棚
田

広畑遺跡

高尾城址

三
沢
の
一
里
塚

（
江
戸
日
本
橋
よ
り
五
十
七
里
）

道
標

東雲閣至高尾山

鶴峯公園

（鶴峯公園入口看板）

つるみね保育園

明王の堤

ゆるやかな登り 急な坂

待張川

江戸京 （岡谷へ）（小野峠へ）
三
沢 

一 

里
塚

江
戸
よ
り
五
十
七
里
の
一 

里
塚
が
残
る
。

慶
長
六
年
勘
定
奉
行
大
久
保
長
安
が

木
曽
の
森
林
資
材
に
着
目
し
、

中
山
道
小
野
通
り
の
開
発
を
行
っ
た
。

一
里
塚
の
石
碑
の
あ
る
塚
の
下
に

も
う
一
つ
塚
が
残
り

本
来
の
初
期
中
山
道
は

現
在
の
道
よ
り

下
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
世
三
沢
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
。

戦
国
時
代
領
主
三
沢
対
島
守
は

武
田
信
玄
に
仕
え

「
諏
訪
五
十
騎
」の
一
人
で
あ
っ
た
。

頂
上
は
人
工
的
に

地
な
ら
し
さ
れ
て
い
る
。

広
畑
遺
跡
は

縄
文
時
代
中
期
を
代
表
す
る
遺
跡
で
、

大
正
時
代
の
文
献
に
登
場
す
る

高
尾
山
よ
り
流
れ
出
る

湧
水
に
恵
ま
れ
た

五
千
年
前
の
集
落
が
あ
っ
た
。

諏
訪
地
方
で
も
屈
指
の
縄
文
遺
跡
で

岡
谷
市
指
定
史
跡
。

 

一
里
塚
を
下
っ
た
辻
に

「
右
小
野
木
曽
道

 

　左
伊
那
三
河
道
」の
道
標
が
あ
り

当
時
の
主
要
な
道
路
の

分
岐
点
で
あ
る
。

昭
和
十
年
に
片
倉 
一 
族
か
ら

川
岸
村
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

村
は
こ
こ
に
つ
つ
じ
を
植
樹
し

そ
の
数
三
万
株
と
言
わ
れ
て
い
る
。

公
園
内
に
は

日
本
の
製
糸
業
を
築
き
上
げ
た

シ
ル
ク
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る

初
代
片
倉
兼
太
郎
翁
の
銅
像
が
建
つ
。

毎
年
五
月
に
は
つ
つ
じ
祭
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

中
部
日
本 

一

つ
つ
じ
の
名
所

下諏訪辰野線

14

（三沢一里塚）

コンビニ

DIC150

初
期
中
山
道

案
内
看
板

初
期
中
山
道

案
内
看
板

初
期
中
山
道
案
内
看
板
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（旧中山道小野峠碑）

展
望
台

あずまや

三
郡
の
辻

林
道

峠
か
ら
三
分
登
る
。か
つ
て
の

筑
摩
郡
北
小
野
村（
現
塩
尻
市
）

諏
訪
郡
三
沢
村（
現
岡
谷
市
）

伊
那
郡
小
野
村（
現
辰
野
町
）

三
つ
の
石
祠
が
あ
る
。

三
基
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
を

向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

初
期
中
山
道
案
内
看
板

宿
返
し
の
石
。

大
石
の
上
に
顔
。

万
治
の
石
仏
に

似
て
い
る
。

待張川

小
野
路
線

林
道

塩嶺王城
パークライン
至勝弦峠

境沢川

初
期
中
山
道
が

塩
嶺
を
越
え
る
場
所
に
あ
る

標
高 

一 

、〇
七
五
m
の
峠
。

小
野
峠
は
岡
谷
の
呼
び
名

小
野
で
は
三
沢
峠
と
い
う
。

江
戸
時
代
に
は

木
曽
か
ら
小
野
を
経
て

諏
訪
へ
と
結
ぶ

重
要
な
峠
で
あ
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
に
建
築
。

東
側
に
諏
訪
平
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
。

諏
訪
湖
、塩
尻
、松
本
、

北
ア
ル
プ
ス
、八
ヶ
岳
が

一 

望
で
き
る
。

旧
中
山
道

小
野
峠
碑

小
野
峠
・
三
沢
峠

江戸京 （川岸へ）（小野宿へ）

（万治の石仏に似ている石）

（切り通しの小野峠・三沢峠）

道が荒れているので注意

コンクリートの道

DIC150

初
期
中
山
道
案
内
看
板

初
期
中
山
道

案
内
看
板

初
期
中
山
道
案
内
看
板
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色白水

相吉しだれ栗

水

至日本中心の標

シダレグリ自生地

し
だ
れ
栗
森
林
公
園

至塩嶺カントリークラブ、
　塩嶺体験学習の家、
　いこいの森公園・地球の宝石箱

小
野
楡
沢
の
割
石

亀石

あ
ず
ま
や

日
本
武
尊
が
東
征
の
帰
途
で

休
ん
だ
石
と
も
、

わ
ら
じ
の
紐
を
締
め
な
お
し
た

石
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

上
部
に
足
跡
の
窪
み
が
あ
り

雨
水
が
た
ま
っ
て
い
る
が
、

こ
の
水
を
こ
ぼ
す
と

不
思
議
に
山
が
荒
れ

雨
が
降
る
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
り
、

地
元
の
人
は
こ
の
水
に

触
れ
る
こ
と
を
忌
む
。

こ
の
割
石
か
ら
上
の
峠
ま
で

 

一 

帯
は
か
つ
て
小
野
と
岡
谷
の

入
会
山
で
あ
っ
た
が
争
論
の
結
果
、

分
割
さ
れ
た
。

「 

こ
れ
よ
り
東
峯
ま
で
の
内
、

南
は
巖
沢
の
峰
ま
で
入
相
、

西
は
南
小
野
村
の
内
山
に
相
究
也
、

寛
文
五
乙
巳
十
一月
二
十
三
日
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
が

現
在
は
風
化
し
て
読
め
な
い
。

「
シ
ダ
レ
グ
リ
自
生
地
」が
あ
り
ま
す
。

公
園
内
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
、マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
も
あ
り
、

付
近
に
は
名
水「
色
白
水
」や

初
期
中
山
道
に
使
わ
れ
た
道
が
残
り
ま
す
。

長
野
県
の
中
心
地
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
観
光
拠
点
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
百
本
以
上
の
シ
ダ
レ
グ
リ
が

群
生
を
作
っ
て
自
生
し
て
い
る
。

大
正
九
年
に

国
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

学
術
的
に
は
火
山
活
動
の

影
響
に
よ
る
突
然
変
異
で
、

幹
や
枝
の
生
長
に
特
異
の
性
質
を

お
び
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 

一 

方
で
し
だ
れ
た
枝
は
昔
、

弘
法
大
師
が
栗
の
実
を

と
り
や
す
く
す
る
た
め
に

枝
を
下
げ
て
く
れ
た
と
か
、

栗
が
天
狗
の
食
糧
で

天
狗
が
腰
掛
け
た
た
め
し
だ
れ
た
、

な
ど
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

沓掛石

（沓掛石）

平
成
二
十
三
年
三
月
に
建
築
。

正
面
に
は
国
天
然
記
念
物
の

「
シ
ダ
レ
グ
リ
自
生
地
」が
あ
る
。

江戸京 （三沢峠へ）（小野宿へ）

WC

展
望
台

あずまや

初
期
中
山
道
案
内
看
板

旧
中
山
道
小
野
峠
碑

小
野
峠
・
三
沢
峠

しだれ栗森林公園ゲート
塩嶺王城パークラインは冬期間通行止めとなる。
辰野町側はこのゲートで閉め切る。

楡沢の一里塚
（五十八里）

江
戸
日
本
橋
よ
り

五
十
八
里（
初
期
中
山
道
）に
あ
た
り

現
存
す
る
二
つ
の
塚
の
間
に

当
時
の
通
筋
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

戦
前
に
は
こ
の
扇
沢
地
籍
に

在
郷
軍
人
の
射
撃
場
が
あ
っ
た
。
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J
R
小
野
駅

こ
の
水
を
飲
ん
だ
り

顔
を
洗
う
と

肌
が
白
く
美
人
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

水
質
は
中
性
。

木曽方面を望むと
初期中山道の道筋が見てとれる。

大
正
八
年
造
園
。

小
野
光
景
翁
の

銅
像
建
立
を
機
会
に
造
園
。

製
糸
工
場
の
盛
ん
な
時
代
に

賑
わ
っ
た
。

小
野
光
景
像
跡

大
正
八
年
に

翁
の
功
績
を
た
た
え
て

建
立
さ
れ
た
。

銅
像
は
太
平
洋
戦
争
時
に

供
出
さ
れ

現
在
で
は
台
座
の
み

残
っ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
三
月
建
立
。

筆
者
は
陸
軍
大
将
有
馬
良
橘
。

小野公園

のどかな田んぼ

色白水

相吉しだれ栗

日
露
戦
役
忠
魂
碑

明
治
四
十
三
年
十 

一 

月
建
立
。

筆
者
は
乃
木
希
典
。

忠
魂
碑

153

水

江戸京 （三沢峠へ）（小野宿へ）

し
だ
れ
栗
入
口

あずまや

（色白水）（小野光景像跡）

初
期
中
山
道

案
内
看
板

初
期
中
山
道
案
内
看
板

富
士
塚
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文

両
小
野
国
保
診
療
所

唐
沢
川小野郵便局

〒

JR小野駅

大鳥居
小野

153

塩尻市辰野町組合立
両小野小学校

至
善
知
鳥
峠

塩尻市辰野町組合立
両小野中学校

矢
彦
神
社

小
野
神
社

小野光賢・光景記念館

古田晁記念館

祭
林
寺

（祭林寺）

（矢彦神社）
辻の地蔵尊

小
野
宿

宗
派
は
曹
洞
宗
。

弘
安
元
年
開
基
と
い
わ
れ
る

西
蓮
寺
と
東
光
寺
を
合
わ
せ
て

現
在
の
祭
林
寺
と
改
称
し
た
。

駒
沢
川

辰
野
町
、塩
尻
市
の

組
合
立
小
学
校
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
九
年
開
業
。

東
日
本
旅
客
鉄
道（
J
R
東
日
本
）

中
央
本
線
の
駅
で
、

相
対
式
ホ
ー
ム
二
面
二
線
を

有
す
る
地
上
駅
。

大
正
四
年
、大
正
天
皇
御
即
位
大
典
の

奉
祝
記
念
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

大
正
十
五
年
、付
近
の
火
災
で
撤
去
さ
れ
、

木
造
で
立
て
替
え
ら
れ
た
が
、

昭
和
三
十
年
、国
道
拡
幅
工
事
の
際
に

現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に

立
て
替
え
ら
れ
た
。

信
濃
国
二
ノ
宮
と
し
て

古
く
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
き
た
神
社
。

木
曽
義
仲
が
戦
勝
祈
願
を
行
っ
た

と
も
い
わ
れ
、

拝
殿
、左
右
回
廊
、勅
使
殿
、神
楽
殿
は

江
戸
時
代
の
作
で

県
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

社
叢
は
県
天
然
記
念
物

国道153号線
名古屋市と塩尻市を結ぶ道路で総延長213.3km、
明治時代には三州街道と呼ばれていた。

文

しだれ栗入口

旧
小
野
家
住
宅

（
小
野
宿
問
屋
）（
県
宝
）

駐在所

食事処

食事処
食事処

食事処

小野酒造店

小野農民
研修センター

小野介護予防センター

小野川

至三沢峠

WC

記念館には古田邸来訪者のほか
古田晁（筑摩書房創立者）と関係の
あった文人の書簡、写真、胸像等が
展示されています。

（霧訪山）

DIC150
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小
野
光
賢
・
光
景
記
念
館

中央本線

小
野
宿

明
治
三
十
六
年
に
建
造
さ
れ
た

旧
小
野
村
役
場
。

現
在
も
地
域
活
動
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
国
有
形
文
化
財
）

横
浜
港
が
開
港
し
た
当
時

横
浜
で
横
浜
商
法
学
校

（
現
市
立
横
浜
商
業
高
校
）を
創
設
、

横
浜
商
業
会
議
所

（
現
横
浜
商
工
会
議
所
）会
頭
を

務
め
る
な
ど
、貿
易
商
で
成
功
し
、

郷
里
小
野
に
も
病
院
、図
書
館
、

学
校
を
設
立
し
た
小
野
光
景
と

行
政
面
で
尽
力
し
た

小
野
光
賢
の
記
念
館

 

一 

八
六
四
年
創
業
。

銘
酒「
夜
明
け
前
」は

口
当
た
り
は
や
わ
ら
か
で

す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
。

旧
小
野
家
住
宅
で

小
野
宿
の
問
屋
役
を
つ
と
め
た
。

小
野
宿
に
は
本
陣
や
脇
本
陣
は
な
く

代
官
な
ど
が
宿
泊
す
る
と
き
は

こ
の
家
が
使
わ
れ
た
。

明
治
七
年 

一 

月
に

小
野
八
郎
が

郵
便
取
扱
役
を
命
ぜ
ら
れ
、

私
邸（
旧
小
野
家
住
宅
）の

 

一 

部
を
使
っ
て

郵
便
取
扱
所
と
し
て

業
務
を
行
っ
た
の
が

は
じ
ま
り
、

昭
和
六
十
年
に

現
在
地
に
移
転
し
た
。

祭
林
寺

明
倫
館（
旧
役
場
）

至
伊
那

至
塩
尻

駒
沢
川

小野宿
初期中山道の新宿として設けられ、伊那街道の
小野宿として発展した。元禄元年（1688）と
安政6年（1859）に大火にあって町並みは消失し、
それ以降に再建された。

憑の里
小野は古くからたのめの里と呼ばれている。
その記述は平安時代中期の「枕草子」や平安時代後期の
歌人、肥後守藤原定成の女の歌にも出てくる。
頼むとか頼りにされるといった意味がある。
たのめの語源は旧暦の八月朔日に行われた
矢彦・小野神社の「田の実祭」に起因するというのが通説。

小野川

国道153号線

153

しだれ栗入口

小野酒造店食事処

小野下町

旧
小
野
家
住
宅（
小
野
宿
問
屋
）（
県
宝
）

旧
小
野
郵
便
局

江戸京 （小野宿へ）（下村へ）

高札場 江戸時代に定書（法度）
などを掲げた。

たのめ

（小野酒造）

（旧小野家住宅）

DIC150

初
期
中
山
道
案
内
看
板
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中
村

下
村

藤
沢

押
野

小野下町

飯沼川

飯
沼
塚
原
の 

一 

里
塚
跡（
五
十
九
里
）

至
小
野
宿

江
戸
日
本
橋
よ
り
五
十
九
里

（
初
期
中
山
道
）

熊野諏訪神社

庚
申
石
祠

双体の道祖神

飯
縄
神
社

細
洞
の
た
め
池

藤
昌
庵

（
地
元
集
会
所
）

津島神社

（津島神社）

水晶山

明
治
五
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
、

明
治
四
十
年
、

宮
の
原
に
あ
っ
た
諏
訪
神
社
を

合
併
し
現
在
に
至
る
。

神
社
合
併
が
両
者
対
等
に
な
さ
れ
た

数
少
な
い
神
社
の 

一 

つ
。

中
村
地
区
の
飯
沼
川

右
岸
に
五
本
あ
っ
て
、

大
き
い
も
の
は

目
通
幹
囲
五
.
一五
メ
ー
ト
ル
で

高
さ
二
十
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

樹
皮
に
オ
シ
ャ
グ
ジ
デ
ン
ダ
を

た
く
さ
ん
つ
け
て
い
る
古
木
。

「
木
曽
義
仲
、お
手
植
え
の
ト
チ
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

明
暦
四
年
の
石
祠

台
か
ら
塔
ま
で
の
高
さ

百
二
十
セ
ン
チ
。

真
ん
中
よ
り
下
部
に

長
方
形
の
窓
が
あ
り
、

上
部
に
二
猿
が
刻
ん
で
あ
る
。

山
口
か
ら
下
村
に
は

家
紋
入
り
の
土
蔵
が

多
く
見
ら
れ
る
。

熊野諏訪神社社叢のトチノキ
（町天然記念物）

254

県道254号線
別名「県道楢川岡谷線」、
塩尻市から小野を通り岡谷市までに至る県道。
牛首峠は冬期間は閉鎖となり通行できない。

至辰野

江戸京 （小野宿へ）（山口へ）
休
戸

金
龍
院

仏
沢
の

底
な
し
沼

DIC150

下
村
し
だ
れ
桃
の
里
看
板

花
の
見
頃
の
四
月
下
旬
か
ら

五
月
上
旬
に
は
、約
一キ
ロ
に
わ
た
り

千
本
を
超
え
る
し
だ
れ
桃
が
楽
し
め
る
。 -17--18-



山
口

中
村

藤
沢

熊野諏訪神社

中村公民館
中村の石物群

飯沼冷水掛りの水田
高冷地での稲作は非常に苦心をともなうが、
古く江戸時代には早稲に「おのわせ」、
中稲に「おの白菜」、餅米に「おのもち」といった
品種名があり、高冷地に適した品種として
各地に広まっていたと想像される。

双
体
の
道
祖
神

中
村
公
民
館
の

田
ん
ぼ
の

土
手
に
あ
る
。

甲
子
塔
、庚
申
塔
、

道
祖
神
文
字
碑
、

地
蔵
尊
な
ど
が

並
ん
で
い
る
。

中
村
公
民
館
西
方
の

田
ん
ぼ
の
土
手
に
あ
る
。

高
さ
七
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

巾
五
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

上
部
に
注
連
縄
が
彫
っ
て
あ
る
。

文
政
七
甲
申
年

牛
首
峠
の
名
の
由
来
と
な
っ
た

話
に
出
て
く
る

若
い
お
坊
さ
ん
が

住
ん
で
い
た
お
堂
と
沼
。

金
龍
院

道
祖
神

山
口
バ
ス
停
に
馬
頭
観
音
や

宝
暦
十
己
年
の
庚
申
塔
と

共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

高
さ
九
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

巾
六
十
五
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
祝
言
像

バ
ス
終
点（
辰
野
町
へ
）

山
口
の
道
祖
神

火
の
見
櫓

東方には飯沼の集落の上に
蓼科山と北八ヶ岳を望むことができる

あずまや

江戸京 （下村へ）（牛首峠へ）

長者平

明
治
五
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
、

明
治
四
十
年
、

宮
の
原
に
あ
っ
た
諏
訪
神
社
を

合
併
し
現
在
に
至
る
。

神
社
合
併
が

両
者
対
等
に
な
さ
れ
た

数
少
な
い
神
社
の 

一 

つ
。

山
口
か
ら
下
村
に
は

家
紋
入
り
の
土
蔵
が

多
く
見
ら
れ
る
。

双体の道祖神

（蓼科山）

DIC150
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桑
崎

前
山
の 

一 

里
塚歌

碑

江
戸
日
本
橋
よ
り
六
十
里

（
初
期
中
山
道
）

桜
沢
ゲ
ー
ト

牛
首
峠
は
冬
期
間
通
行
止
め
と
な
り
、

辰
野
町
側
は
こ
の
ゲ
ー
ト
で
閉
め
切
る
。

牛
首
峠
の
い
わ
れ
が

書
か
れ
て
お
り

「
長
者
平
の
お
玉
様
と

金
龍
院
の
坊
様
の

悲
し
い
物
語
」と
あ
る

牛
首
峠

あずまや

牛首峠
初期中山道の峠道であり、
名の由来はお玉と大牛の伝説からによる。
権兵衛峠が開さくされるまでは
木曽谷と伊那谷を結ぶ唯一のルートであった。黒石砂岩

きれいな沢

雑木林
明るい

桑
崎
分
岐

か
つ
て
三
十
戸
の
集
落

分
教
場
も
あ
っ
た
が

現
在
廃
村

馬
頭
観
音
碑

江戸京 （山口へ）（桜沢へ）

DIC150

「
峠
時
の

　落の
葉
末
の

　音た
ち
て

深
山
別
れ
の

　岩根
つ
ゆ
水
」と
あ
る
。

-21--22-



奈
良
井
川

スギ、ヒノキの
暗い道

江戸京 （牛首へ）（贄川へ）

桜
沢

境川
境橋

馬
頭
観
音
碑

塩
尻
市
上
水
取
水
地

案
内
看
板

橋
の
た
も
と
の
岩
に

ヒ
ノ
キ
、ツ
ガ
の
木

「是より南木曽路」の碑

桑
崎

19

DIC150
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奈良井川

長泉院

日出塩公民館 か
つ
て
尾
張
と

信
濃（
松
本
藩
）の
境
で
し
た
。

文
献
に
よ
れ
ば
橋
の
真
中
で
境
界
線
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

橋
の
架
け
替
え
や
修
復
の
費
用
は

両
藩
で
公
平
に
負
担
し
ま
し
た
。

日
出
塩
一
里
塚

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ

群
生
地桜の丘公園

御岳公園

江戸江戸 （牛首へ）

京
へ（
贄
川
へ
）

「
是
よ
り
南
木
曽
路
」の
碑

境
川

境橋

19

谷
が
狭
く
良
い
景
色
で
す
。

木
曽
路 

一 

番
の
立
場
茶
屋
が
あ
っ
た
。

古
い
立
派
な
家
が
残
る
。

こ
の
部
分
の
街
道（
今
の
国
道
）は

村
の
人
が
自
力
で
岩
を
削
っ
て

道
を
作
り
通
行
料
を
取
っ
て
い
た
と
か

信
州
で
最
初
の
有
料
道
路
で
は
？

＝
村
の
古
老
の
お
話
で
す
＝

馬頭観音 （馬頭観音）

馬頭観音

至贄川宿
奈良井宿

至塩尻

明
治
天
皇
の
行
在
所
の
碑

初
期
中
山
道
案
内
板（
塩
尻
側
）

木
曽
か
ら
牛
首
峠
に
抜
け
る
場
所
。

初
期
中
山
道
の
道
筋
と

見
ど
こ
ろ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

JR日出塩駅

（セツブンソウ）

（洗馬へ）

桜
沢

DIC150
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初期中山道ウォーキングマップをご利用するにあたり

よ
も
ぎ
沢
川

明王の堤
待張川

境沢川
中
村

下
村

飯沼川

J
R
小
野
駅

153

山
口

桜
沢

254

19

19

J
R
日
出
塩
駅

天竜川
中央
自動
車道

諏訪湖

JR岡谷駅

小
野
峠
・
三
沢
峠

牛
首
峠

1.このマップは、2014年3月現
在の情報をもとに作成してあ
ります。目印の建物の移転、取
り壊し、木の伐採等で情報が
変わる場合があります。予め
ご了承ください。

2.江戸時代の初期中山道中心

に記載していますが、すでに
道が残されていないところや、
私有地になっている所、経路
について諸説存在するところ
などもあり当時の道を完全に
再現するものではありません。

3.初期中山道を辿ることを優

先して作成されたマップのた
め、車の往来が激しく、横断歩
道の無い危険な箇所、私有地
が存在します。歩かれる際は
十分注意してください。なお、
このマップをご利用して負傷
した場合、一切責任を負いか
ねますのでご了承ください。

4.牛首峠、小野峠付近など熊の
出没する区間があります。鈴等、
音の出るものをご準備下さい。

5.冬期通行止の箇所があります。

6.飲食する場合等に出るゴミ
は必ずお持ち帰り下さい。

Ｐ25-Ｐ26

Ｐ23-Ｐ24

Ｐ21-Ｐ22
Ｐ19-Ｐ20

Ｐ17-Ｐ18

Ｐ13-Ｐ14

Ｐ15-Ｐ16
Ｐ11-Ｐ12

Ｐ9-Ｐ10 Ｐ7-Ｐ8
Ｐ5-Ｐ6

Ｐ3-Ｐ4
奈
良
井
川

桑
崎

藤
沢 押

野
小
野
宿

長
野
自
動
車
道

初期中山道
（桜沢～岡谷）
全体マップ

贄川

桜沢

洗馬

塩尻

塩尻峠

和田峠へ

下諏訪

三沢峠

牛首峠
初期中山道

中山道

三沢
本山

諏訪湖

伊
那
街
道

小野宿

初期中山道

善知鳥峠

約9.0km（約3.5時間）
約11.5km（約4.5時間）

岡谷JCT

DIC150
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塩嶺王城観光開発協議会  （事務局TEL.0266-23-4811）
■岡谷市商業観光課
〒394-8510｠長野県岡谷市幸町８番１号  TEL.0266-23-4811
■塩尻市観光課
〒399-0736｠長野県塩尻市大門一番町１２番２号  TEL.0263-52-0280
■辰野町産業振興課
〒399-0493｠上伊那郡辰野町中央1番地  TEL.0266-41-1111

お問い合わせは下記へ



旅
の
無
事
を
願
う

や
さ
し
い
お
顔
の
石
仏
が

今
も
微
笑
む
。

小野宿明倫館 初期中山道

中
山
道
に
は
塩
尻
を
通
ら
な
い

初
期
の
中
山
道
が
あ
っ
た
。

こ
の
旧
街
道
は
桜
沢
か
ら
東
の
山
中
に
入
り
、

牛
首
峠
を
越
え
て
小
野
宿
、

さ
ら
に
小
野
峠
を
越
え
て
下
諏
訪
で

塩
尻
峠
か
ら
の
中
山
道
と

合
流
す
る
道
で
あ
る
。 

距
離
は
短
い
が
途
中
に
峠
が
２
つ
あ
り
、

沢
沿
い
を
通
る
道
は
爽
や
か
で

は
る
か
江
戸
へ
の
近
道
で
し
た
。

色白水

岡
谷
方
面
か
ら
桜
沢
へ
 
1

岡
谷
〜
川
岸
 

3

岡
谷
〜
小
野
峠
 

5

川
岸
〜
小
野
宿
 

7

三
沢
峠
〜
小
野
宿
 

9

三
沢
峠
〜
小
野
宿
 

11

小
野
宿
 

13

小
野
宿
〜
下
村
 

15

小
野
宿
〜
山
口
 

17

下
村
〜
牛
首
峠
 

19

山
口
〜
桜
沢
 

21

牛
首
〜
桜
沢
分
岐
 

23

桜
沢
分
岐
〜
贄
川
方
面
 

25

全
体
マ
ッ
プ
 

27

桜
沢
方
面
か
ら
岡
谷
へ
 

29

DIC150

-29--30-


